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●「第３回バイオリサイクル工学シンポジウム」を開催！

来る７月１３日（木 、北海道大学・学術交流会館にて「第３回バイオリサイクル工学シンポジウ）
ム」が開催されます。皆様におかれましても有意義なシンポジウムになるかと存じますので、奮って
ご参加下さいますようお願い申し上げます。

（ご案内のホームページ：下記URL）
http://kanri.eng.hokudai.ac.jp/biocyc/index.htm

■題目： バイオリサイクル ＝ アクション＆パッション」「
■日時：７月１３日（木）14:00～17:00
■場所：北海道大学 学術交流会館 ２階 講堂

札幌市北区北８条西５丁目
（電話：011-706-2141（会館事務室 ））

■主催：北海道大学 大学院工学研究科 北方圏環境政策工学専攻
バイオリサイクル工学（クボタ）講座／循環計画システム研究室

■共催：北海道バイオマスネットワーク会議
／石狩バイオマスネットワーク研究会／廃棄物学会 北海道支部

■趣旨：
2002年に国が「バイオマスニッポン総合戦略」を策定したのをはじめとして、

循環型共生社会構築に向けたバイオリサイクルの取り組みがますます本格化して
参りました。北海道大学・バイオリサイクル工学（クボタ）講座は2003年10月の
開講以来、生物技術を適用したリサイクルや適正処理の研究を行うとともに、セ
ミナーやシンポジウムを開催して外部の方々との情報交流・議論を行ってきまし
た。その後、2005年に策定された「北海道循環型社会推進基本計画」の中でバイ
オマス利活用が位置づけられ、また同年「北海道バイオマスネットワーク会議」
や「石狩バイオマスネットワーク研究会」が相次いで設立されるなど、バイオ
リサイクルの本格的な事業展開に向けた機運がますます高まっています。
このような背景から、本シンポジウムは、参加者がバイオリサイクルに関する

実践（アクション）と情熱（パッション）を共有し、バイオリサイクルの事業展
開の在るべき姿を議論する場としたく存じます。また、北海道が日本のバイオマ
ス利活用の牽引車となるべく、取組や議論を全国へ発信したく存じます。
第一部では、本年9月に閉講を迎えるバイオリサイクル工学（クボタ）講座の3

年間の研究活動の総まとめを報告します。第二部では、バイオリサイクル事業を
実践されている方々に基調講演を賜り、具体的なアクションを紹介していただき
ます。第三部では、バイオリサイクルの事業展開の在るべき姿について、パネル
ディスカッションを行います。

■定員：300名
■参加費：無料（但し資料代：500円）
■懇親会：シンポジウム終了後、17:30より札幌アスペンホテル ２階「アスペン」

にて予定しております。会費はお１人様4,000円とさせていただきます。

■申込方法：会場準備の都合上 【７月７日（金 】までに下記項目を事務局宛て、 ）
にFAXあるいはE-mailにてお申込み下さい。FAXで申し込まれる方は
【添付のFAX申し込み用紙】をご利用下さい。
１）お名前、
２）ご所属、
３）ご連絡先（電話番号、Eメールアドレス 、）
４）懇親会へのご出欠



■申込先：バイオリサイクル工学（クボタ）講座 担当：稲葉陸太（助手）
FAX: 011-706-7583
E-Mail: biocyc@kanri-er.eng.hokudai.ac.jp ／TEL: 011-706-7581

■プログラム

開会挨拶 …西 則雄（バイオリサイクル工学（クボタ）講座 客員教授）
島崎 昭 氏（北海道環境生活部環境局 循環型社会推進課）

＜第一部：研究成果報告＞
バイオリサイクル工学（クボタ）講座研究・活動報告

…稲葉陸太（バイオリサイクル工学（クボタ）講座 助手）

＜第二部：基調講演＞
「原料としてみた有機系廃棄物と今後のバイオリサイクル（仮 」）

…我満 由明 氏（ 株）ばんけいリサイクルセンター 社長）（
「有機系廃棄物の自家消費とバイオリサイクル（仮 」）

…嶋貫 久雄 氏（ 株）アレフ 恵庭エコチーム 室長）（

＜第三部：パネルディスカッション＞
パネルディスカッション「バイオリサイクル ＝ アクション＆パッション」
・コーディネーター …川嶋 幸治 氏（北海道石狩支庁 環境生活課 課長）
・パネラー …我満 由明 氏（前述）／嶋貫 久雄 氏（前述)

洞口 恒明 氏（スワンマネージメント）／高田 悦子 氏（市民）
小松 敏宏（バイオリサイクル工学（クボタ）講座 客員助教授）

閉会挨拶 …古市 徹（循環計画システム研究室 教授）

懇親会
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●事務局だより

◆読者の皆さんからの情報をお待ちしています
バイオマスに関する取組みや情報などを、このメールマガジンでご紹介させていただきますので、

情報を事務局までお寄せください。内容・字数は問いません。

■登録変更・解除について
配信登録の内容変更（送信先メールアドレスの変更など）や配信登録の解除につきましては、お手

数ですが、事務局まで「変更の内容」や「登録解除」の旨をお知らせください。

■このメールマガジンは 「北海道バイオマスネットワーク会議」事務局（北海道環境生活部環境局、
循環型社会推進課循環推進グループ）で配信しています。

**********************************************
* 〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 *
* TEL:011-204-5197 FAX:011-232-4970 *
* E-mail:kansei.kanhai1@pref.hokkaido.lg.jp *
* （アドレスが変わりました ） *。
**********************************************


